
事業名 介護予防普及啓発事業

担当課・係 高齢者福祉課・高齢者福祉係 指標 単位 Ｒ６目標値 Ｒ６実績値 達成率
外部検証委員会前の

担当課評価
Ａ 現状のまま継続

外部検証委員会の評価 Ａ 現状のまま継続

最終評価 Ａ 現状のまま継続

事業概要・現状

フレイルを予防するためには、継続的な運動による筋力維持が不可欠であり、閉じ
こもり予防対策も重要である。フレイル予防教室を通じて自宅で手軽に取り組める
運動の習得と、日常的な運動の習慣化を促進し、併せて口腔機能の向上や栄養管
理、社会参加の必要性を推奨している。

課　題

フレイル予防教室を通じて多くの高齢者が運動習慣を身に付け、フレイル予防を意
識した日常生活を心掛ける必要がある。しかし、各教室への参加者は健康意識の高
い方の参加に留まっており、意識の低い方の参加に向けた取り組みを行う必要があ
る。

令和６年度実績に
対する考察

・令和6年度のフレイル予防教室参加者は、コロナ禍前の平成30年度（2,087人）と
比較しても1.1倍になっており、コロナ禍前の水準を超える多くの方にご参加いただ
き、健康の維持改善に対する意識の高まりが伺える。
・多くの教室参加者から満足という評価を得ているが、引き続きマンネリ化しない
よう講師と共にアイデアを出し合い、楽しみながら学べる教室としていく。参加さ
れない方にヒアリングを行うと交通手段を挙げる方がいるため、令和7年度に毎戸配
布する教室カレンダーへ新公共交通「チョイソコかりんちゃん」の利用方法につい
て掲載を行った。
・高齢者人口が増加するなか、当事業を通じて元気な高齢者を増やすことにより
年々増加している介護給付費や介護保険料の抑制につながるため、引き続き参加者
ニーズを捉えた教室を開催していく。

今後の取組の方向性

元気なうちからフレイル予防に関心を持ち、多くの高齢者に参加していただけるよ
うニーズ把握を行い、多彩な教室を実施できるよう企画運営に取り組む。また、か
かりつけ医等から各種教室への参加を促す体制の構築を図る。

Ｒ６ 第六次諏訪市総合計画に基づく主要事業　効果検証結果

ＫＰＩ 評価・効果検証結果

対象者

市内在住の65歳以上の高齢者

介護予防教室参加延
べ人数

人 2,000 2,302 115.1%

　一般的には、要介護状態からは健康の状態への回復は難しいとされ、そ
の前段階のフレイル状態から健康の状態への回復は可能とされている。そ
のためには、継続的な運動とフレイルや介護に対する知識も必要とされる
が、教室の参加者は健康意識の高い女性に偏っているのが現状である。
　幅広い方に参加いただくためには、外部検証委員からの意見にもあるよ
うに、性別を問わずすべての高齢者が気軽に参加できる工夫が必要となっ
てくる。現在も教室がマンネリ化とならないよう講師と共にアイデアを出
し合っているが、なかなか男性や前期高齢者の方の参加に至っていないた
め、周知方法には更なる検討が必要である。
　また、参加はしたいが自分で車の運転ができない、また家族の送迎も望
めない等交通手段のない方もおられるため、新公共交通手段である「チョ
イソコかりんちゃん」の利用について担当課と連携を取りながら利用促進
を図っていく。
　参加された方からは、教室への高い評価をいただいているので、いかに
して1回目の参加をしていただけるかの手法が要となる。今後も引き続き
講師と共にアイデアを出し合いながら、魅力的な教室が継続して開催でき
るよう取り組んでいきたい。

事業のねらい

・年齢を重ねてもできるだけ健康を維持し、自分らしく充実した生活を送ることが
できるようフレイル予防事業を実施する。
・複数の手法を用い、健康に関する知識やフレイル予防について普及啓発を行い、
自宅等でも実践してもらう。
・高齢者が集う地域コミュニティの活性化を後押しし、地域における健康づくりの
機運を醸成する。

必要経費

外部検証委員からの
意見等（要約・抜粋）

【参加者層の拡充】
・高齢化社会において介護予防は不可欠であり、「自分はまだ関係ない」
と考える層への意識啓発が必要。65歳以上が対象であるが、参加者の年齢
層に偏りあることを踏まえ、早期に予防意識を持たせる仕掛けづくりが重
要と考える。
・ＫＰＩとしている延べ人数よりも“新規参加者の掘り起こし”を重視す
る視点（＝実参加人数）が、事業の最終目的である健康寿命の延伸に繋が
るものと考える。
・介護予防教室の参加者は女性が大半を占め、男性の参加率が極めて低い
という課題がある。平均寿命の差だけでは説明がつかない性別間の参加差
について、男性が参加しやすい環境づくりや企画提案が必要ではないか。
性別を問わずすべての高齢者が気軽に参加できる工夫を求めたい。
【教室の魅力向上とアクセスの多様性】
・介護予防教室には複数の講座が存在し、選ぶ楽しみがあることは参加意
欲の向上につながる。一方で、開催場所が「いきいき元気館」に偏ってい
るようにも見受けられ、他の条例館の活用によって地域全体での均等な参
加機会が提供されるべきと考える。
・チョイソコかりんちゃんの利用促進の観点からも介護予防教室へのアク
セス改善に向けて担当課とのより強い連携体制を築くべき。縦割り行政の
弊害を乗り越え、交通支援と介護予防の普及事業が双方向で相乗効果をも
たらすような仕組みづくりをしてほしい。

Ｒ６予算額（千円） 8,470

事業の手段

・身体機能の維持や要介護状態に至る前段階のフレイル状態から脱却できるよう運
動、口腔、栄養、脳トレ等を包含した内容の教室を令和6年度は202回実施した。
・教室カレンダーの毎戸配布や、HP・LINE・新聞掲載等で普及活動を行った。
・医療機関や介護保険事業所への周知、高齢者福祉課窓口や訪問時の声掛け、健康
推進課と連携した事業周知などの啓発活動を行った。
・教室に通うツールとして「チョイソコかりんちゃん」等公共交通の利用を推進し
た。
・講師や参加者からの評価や意見により教室内容のブラッシュアップを図った。

Ｒ６決算額（千円） 8,379

図・グラフ・写真など

最終判断理由

あたまからだ元気教室

ひらめきハツラツ体操
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Ｒ６ 第六次諏訪市総合計画に基づく主要事業　効果検証結果

事業名 種まくブック事業

担当課・係 生涯学習課・図書館 指標 単位 Ｒ６目標値 Ｒ６実績値 達成率
外部検証委員会前の

担当課評価
Ｂ 手段改善の上継続

外部検証委員会の評価 Ａ 現状のまま継続

最終評価 Ａ 現状のまま継続

事業概要・現状

18歳新成人へのお祝いに、岩波書店発行の岩波新書・ジュニア新書・岩波文庫等を
贈る。対象は諏訪市在住または出身の今年度18歳になる市民。好きな本を選び、な
がの電子申請から申込をする。130冊を配布し、ジャンルや内容が多岐にわたる興味
のある本を贈ることができた。

課　題

申込数は令和5年度と令和6年度と続けて３割前後と定着しているが、高校生の不読
率が48％（2024年5月1ヶ月間に読んだ本が0冊の高校生。全国学校図書館協議会調
査）であることを考慮すれば、まだ増加の余地はある。忙しいなどの理由で申込み
そびれている層への働きかけが必要。

令和６年度実績に
対する考察

5月から10月の申込期間中、申込みが多かった月は10月で、次が5月と9月だった。こ
の傾向は令和5年度も同様で、10月に多いのは、それまでの未申込者に「締切間近」
を知らせる通知を郵送したため。締切に余裕があると忘れられる傾向がある。その
間に、市のLINE、高校からの情報配信などを行ったが、それにより申込みが増えた
という手ごたえはなかった。そもそも最初の案内通知を開かないという声も聞かれ
たので、令和7年度は封筒にイラストや中身がわかる文言を印刷して送ってみたとこ
ろ、やや申込みが増加しており、若干効果が見られた。

今後の取組の方向性

案内におすすめ本を増やす、電子申請の方法を改善するなどわかりやすさに努める
とともに、高校に協力を依頼し、情報配信に加え、本を見て直接選べるような場を
作ってもらう、高校生が集まるイベントでPRする、など、周知に努める。

ＫＰＩ 評価・効果検証結果

29.5

　案内人数に対する申込件数の割合が目標値に達しなかったことから、更
なる対策をする必要があると考え、担当課評価を「B　手段改善のうえ継
続」としたところであるが、外部検証委員各位から取組の意義について高
く評価いただいたことに加え、地域と若者の結びつきへの期待を寄せてい
ただいたことを踏まえ、改めて、制度や主旨を継続、定着させる必要があ
ると考え、「A　現状のまま継続」に変更した。
　一方、周知するための方策は引き続き検討する必要がある。対象者だけ
でなくさまざまな年代層に広く周知されることが肝要とのご意見から、身
の周りの大人からの声がけや、18歳になったら本がプレゼントされるとい
う事前の情報が行き渡ることが申込につながる有効手段となるとの示唆を
得た。
　諏訪市ならではの特色ある取組であることを踏まえ、子どもから高齢者
までどうアピールしていくか、引き続き模索して参りたい。

73.8%

事業のねらい

令和４年の成年年齢引き下げを契機に、１８歳の成人祝いとして本を１冊プレゼン
トする諏訪市独自の取組を開始。本を読むことで得た知識や知恵が、悩みや迷いを
抱えた時の指針となり道が拓けることもあることから、生きる力を育む一つの方法
としての読書を勧めることで、新成人にエールをおくる。また、岩波書店の本から
選ぶことで、創業者の岩波茂雄と信州風樹文庫について、諏訪の特色として知って
もらう。

必要経費

外部検証委員からの
意見等（要約・抜粋）

【読書を促す取組の意義】
・読書離れが進む中で若者に本と接する機会を提供する素晴らしい取組と
評価できる。
・DMやSNSといった訴求方法では限界がある一方、幅広い層に届く工夫を
重ねるべき。
・予算の柔軟な活用（配布冊数の追加など）も含めて、事業の継続を強く
望む。
【幅広い層への周知】
・高校に通っていない、又は働いている新成人など、現状の周知方法の枠
外にいる18歳にも届ける方法を模索すべき。
・大人が集まるイベントでのPRや、身近な大人による声掛け、ポスターの
活用など、幅広い接点を通じて「あ、自分が対象なんだ」と気づいてもら
う仕組みづくりも有効ではないか。
【地域と若者の結びつきへの期待】
・伝統ある岩波書店と諏訪市との関係性を象徴する取組であり、単なる配
布事業に留まらず、諏訪市への若者の愛着形成につながるような展開も期
待したい。
・本を受け取った新成人から諏訪市へのメッセージを受け取る仕組みの構
築によって、若者の存在と考えに触れる機会が市民に広がる可能性にも期
待したい。

Ｒ６予算額（千円） 596

事業の手段

諏訪市在住の対象者に案内を郵送し、掲載されているＱＲコードから電子申請で希
望の本を申込する。選書の対象は、岩波書店発行の岩波新書・岩波ジュニア新書・
岩波文庫等から選ぶ。案内に掲載されているおすすめ本から選ぶか、同封のガイド
ブックやインターネット等で好きな本を選ぶことができる。プレゼントは、スマー
トレターで郵送される。
諏訪市在住でない対象者には案内を郵送する手段がないため、ホームページや口コ
ミに頼った周知のみ。

対象者

年度内に１８歳になる、諏訪市在住者および出身者。令和６年度は平成１８（２０
０６）年４月２日～平成１９（２００７）年４月１日生まれの方。

案内人数に対する申
込件数の割合

％ 40.0

Ｒ６決算額（千円） 243

図・グラフ・写真など

最終判断理由

私は今まで岩波新書に対して難しい

イメージがあり、ほとんど読んだこ

とがありませんでした。今回、「種

まくブック」をきっかけに、岩波新

書に幅広い分野の本があることを知

り、興味を持ちました。頂いた本は

とても面白く、お気に入りの一冊に

なっています。
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Ｒ６ 第六次諏訪市総合計画に基づく主要事業　効果検証結果

事業名 スマートＩＣ整備事業

担当課・係 建設課・建設係 指標 単位 Ｒ６目標値 Ｒ６実績値 達成率
外部検証委員会前の

担当課評価
Ａ 現状のまま継続

外部検証委員会の評価 Ａ 現状のまま継続

最終評価 Ａ 現状のまま継続

事業概要・現状

アクセス道路（諏訪市施工分）および新設県道（県施工分）の整備工事を実施中で
ある。
工事進捗率（諏訪市施工分）94％であり、県を除いた３事業者の進捗率は98％と
なっている。

課　題

継続しての道路整備工事となるが、大規模事業となるため財源の確保と、岡谷市な
らびに当市の地元住民理解を得ながら事業を進めること。新川水系神子沢水路改修
工事や新設県道２期分（諏訪市側）の継続に向けて、合意形成を図ること。

令和６年度実績に
対する考察

・令和６年３月末に予定をしていたスマートＩＣの供用開始を令和７年夏ごろに延
期（令和５年１１月に公表）としたことに伴い、令和６年度においては安全第一と
しながらも、工事用車両の通行ルートなどに関して、地元住民等に対して丁寧な説
明を行い、理解を得ながら工期短縮と品質確保に努め事業進捗を図ってきた。
・その結果、令和６年度末時点における工事進捗率（諏訪市施工分）94％であり、
県を除いた３事業者の進捗率は98％であった。
・令和７年夏ごろ(７月２７日確定)の供用開始に向けて、道路整備を進めることが
できている。

今後の取組の方向性

令和7年7月27日の供用開始に向けて、県や岡谷市、中日本高速道路㈱と連携し、地
元住民の理解を得ながら丁寧かつ着実に事業を推進する。

ＫＰＩ 評価・効果検証結果

対象者

高速道路利用者
（広義的には市内の観光・商工業に関わる方、また渋滞緩和の恩恵を受ける通行
者）

道路築造工事整備延
長

ｍ 70 60 85.7%

　長野県や岡谷市、中日本高速道路株式会社そして諏訪市の４者におい
て、令和３年度に工事着手した本事業は、当初予期し得なかった脆弱な地
盤が確認にされたことによる追加工事などにより、供用開始が延期となっ
たものの、令和６年度末時点の当市施工分における工事進捗率は94％と
なっている。また、諏訪湖スマートＩＣ開通による観光振興や商工業の発
展はもとより、市内の渋滞緩和や災害時における重要輸送路など、多方面
による効果が期待されていることから、「現状のまま継続」が適切と判断
した。

　諏訪湖スマートＩＣ開通による効果に関しては、前段にて記載した以外
にも諏訪赤十字病院までの緊急搬送における時間短縮、リニア新幹線を関
連させた交通ネットワークの構築など多岐に渡るが、それらを広く市民へ
周知するため、諏訪市のホームページをはじめ新聞社などの報道機関との
連携による情報展開に関しても今後も研究したい。また、今回は事業のス
ケジュールや整備すべき道路延長が決まっていたことから、ＫＰＩを道路
築造工事整備延長とした経過がある一方、今後におけるＫＰＩの設定には
アウトプット・アウトカムに着目していきたい。他方、湖周サイクリング
リード事業との連携に関しては、民間を含めた関係機関との協議・調整を
行いながら、諏訪湖スマートＩＣ整備効果を最大限に感じていただけるよ
う取り組んでいく。

事業のねらい

諏訪湖サービスエリアにスマートＩＣを設置するためのアクセス道路（約５８０
ｍ）を整備して、諏訪湖へのアクセス性を向上させ、上諏訪温泉や工業団地等まで
の移動時間短縮に伴う商工業の発展や、観光振興を目的としている。特に令和６年
４月に全線開通した諏訪湖周サイクリングロードとの相乗効果を期待。また、車両
分散による諏訪インターチェンジ周辺の渋滞緩和にも寄与すると考えている。

必要経費

外部検証委員からの
意見等（要約・抜粋）

【スマートＩＣ開通による効果】
・説明にあった救急搬送の時間短縮になるといったことこそ住民に対する
安心安全の効果として強調できる点であり、この点をもっとＰＲしても良
いのではないかと感じる。

【ＫＰＩ】
・整備中の事業であり難しい面もあるが、アウトプット・アウトカムに着
目したＫＰＩ達成状況がより適切であろうと考える。

【他の事業との連携】
・サイクリングロード事業との連携という点について、サイクリングロー
ドの活用が本来のポテンシャルを考えると進んでいないように感じる。ス
マートＩＣ開通後のサイクリングロードの活用という点についても今後検
討してほしい。

Ｒ６予算額（千円） 699,803

事業の手段

主要地方道岡谷・茅野線（岡谷市地籍）から有賀峠までの新設となる主要地方道諏
訪・辰野線における道路整備を長野県が担い、その一部がスマートＩＣのアクセス
道路となる。当該県道から諏訪湖サービスエリアゲートまでのアクセス道路整備に
関しては、中央道の上り線は諏訪市、下り線は岡谷市が担当。
中日本高速道路株式会社、長野県、岡谷市及び諏訪市の４者が事業主体として連携
をしつつ、地元住民の理解を得るために丁寧な説明をしながら道路整備を行う。

Ｒ６決算額（千円） 655,369

図・グラフ・写真など

最終判断理由

諏訪湖ＳＡアクセス道路（市道33225号線）の状況：岡谷市方面

-3-



Ｒ６ 第六次諏訪市総合計画に基づく主要事業　効果検証結果

事業名 諏訪湖イベントひろば整備事業

担当課・係 企画政策課・企画政策係 指標 単位 Ｒ６目標値 Ｒ６実績値 達成率
外部検証委員会前の

担当課評価
Ａ 現状のまま継続

外部検証委員会の評価 Ａ 現状のまま継続

最終評価 Ａ 現状のまま継続

事業概要・現状

諏訪湖イベントひろばを上諏訪駅周辺の一体的整備に位置付け、駅周辺の賑わい創
出、諏訪地域の魅力発信の拠点となるよう、基本計画を基に準備を進めている。令
和6年度は、現建屋の解体や将来の整備を見据え、敷地全体の土壌調査を実施した。

課　題

令和6年度に実施した土壌調査の結果、本敷地一帯が土壌汚染対策法の規定による区
域指定を受ける見込みとなった。また、基本計画策定時には具体化していなかった
文化センター大規模改修事業など、他の大型事業が具体性を帯びるなど大きな状況
変化が生じている中で整備に向けた準備を進めていく必要がある。

令和６年度実績に
対する考察

・土壌調査により敷地一帯の土壌汚染状況を把握することができ、これに基づき令
和7年度に土壌汚染対策法に基づく区域指定の申請を行う準備ができた。
・土壌調査及び法に基づく区域指定手続きは、令和8年度以降の現建屋の解体又は将
来の大規模整備の際に行うことも許容されるが、このタイミングで実施することに
より、実際に事業を実施する際のスケジュールの短縮に繋がるものとなった。
・一方、本調査により土壌汚染が明らかとなったことから、建屋解体の工法や大規
模整備の際の建築物の配置・工法などについて調査結果を織込んだものとする必要
が生じた。

今後の取組の方向性

文化センター大規模改修、駅西口広場整備とともに、上諏訪駅周辺の一体的整備の
一つとして位置付け、上記の状況変化を踏まえつつ関係者との協議や調整を行って
いく。また、土壌汚染対策法に基づく申請を令和7年度中に行う。

ＫＰＩ 評価・効果検証結果

2

・本事業に要する予算が大規模なものとなることや他の大型事業とのスケ
ジュール上の関係性等から直ちに本格着手できるものではないことについ
て、外部検証委員会においても理解を得られたものと認識した。
・そうした中においても、令和6年度に実施した土壌調査のように現在で
きることを着実に進めることが肝要と考える。
・外部検証委員会では、市民をはじめとする外部の方の本事業に対する期
待を感じた。
・外部の方の期待には、本敷地内への商業系施設など収益性の高い施設の
立地への期待も相当程度含まれるものと考えられる。この点に関しては、
行政側の財政負担の低減という観点からも重要であることから、今後、
PPP/PFIを念頭に置いた事務事業や民間との対話を行う中で重点的事項と
して取り扱っていきたい。

40.0%

事業のねらい

令和3年9月に策定した「諏訪湖イベントひろば基本計画」では、諏訪湖イベントひ
ろばには、産業振興機能、コミュニティ（防災）機能、観光機能等を導入するとい
う基本的な方向性が示された。また、整備に当たっては、民間のノウハウや民間資
金を活用することとしている。
敷地内にこれらの機能を有する施設を整備することにより、工業や観光業等を中心
とする産業振興やまちの賑わい創出に寄与することを目的としている。

必要経費

外部検証委員からの
意見等（要約・抜粋）

・この場所に工場のようなものが建つのか、ショッピングセンターのよう
なものが建つのかによって、街の雰囲気が大きく変わる。その意味におい
て、広大なこの土地をどうやって活用していくのか市民としても大きな関
心事である。
・基本計画にあるような機能を全て網羅したような施設ができるといいと
思う。
・スマートICが開通することも踏まえ道の駅のようなものができれば、観
光や産業振興に寄与すると同時に高齢者も出掛けやすいのではないかと考
える。
・どんな施設ができるかによって、イメージは大きく変わると思う。今
後、作り上げるより詳細な計画が良いものになるよう進行していって欲し
い。

Ｒ６予算額（千円） 50,000

事業の手段

・土壌調査の実施（R6実施）
・現建屋の解体（R8実施予定）
・整備方針の検討、策定（基本計画の具体化）
・官民連携方針の策定
・サウンディング調査
・公募要領の作成
・公募、審査、基本協定締結
・契約内容協議、事業契約締結
・整備開始

対象者

全市民及び市内事業者の他多数

本公募参加事業者数
（本公募までの間
は、継続的に問い合
わせ等のある参加見
込事業者数）

者 5

Ｒ６決算額（千円） 35,332

図・グラフ・写真など

最終判断理由
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